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防災指針とは 

近年、全国各地で激甚化・頻発化する自然災害により、人命や住まい、まち等に甚大な被害が

生じています。このような状況を踏まえ、都市再生特別措置法の改正（令和２年６月）により、

立地適正化計画に誘導区域内の住宅や誘導施設のための防災対策を示した指針を定めることが

規定されました。 

都市においては、災害に強いまちづくりとあわせたコンパクトで安全なまちづくりを推進す

るため、災害リスクの高い地域への新たな住宅等の立地を抑制し、居住誘導区域及び都市機能誘

導区域の災害リスクに対しても可能な限り回避又は低減をしつつ、適切な誘導をはかることが

求められます。 

防災指針では、以下のフローに基づき、災害リスクを分析し、可能な限り回避あるいは低減さ

せるための取組を検討します。特に、本計画で定める居住誘導区域において、今後どのように回

避または低減していくかを重点的に整理します。 

 

策定の流れ 

本防災指針は、国土交通省「立地適正化計画作成の手引き」を参考に以下の流れにより策定し

ます。 

 

▼防災指針策定のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆Step１ 災害ハザード情報の整理 

水災害 
：河川・内水氾濫リスク 

地震災害 
：建物倒壊リスク 

◆Step２ 災害リスクの分析 

◆Step４ 防災まちづくりの将来像・取組方針 

◆Step３ 防災上の課題の整理 

土砂災害 
：土砂災害リスク 

居住誘導区域 

都市機能誘導区域・誘導施設 

防災に関する上位・関連計画 

・下呂都市計画区域マスタープラン 

・下呂市第三次総合計画 

・下呂市都市マスタープラン 

・下呂市地域防災計画 

・下呂市公共施設等総合管理計画 

検証 整合 
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災害ハザード情報の整理 

防災指針の検討に向けて、本市に関わる災害ハザード情報を、次のように整理しました。 

 

■本市に関わる災害ハザード情報 

災害 災害ハザード情報 出典・法令等 

土砂災害 ・土砂災害警戒区域 

・土砂災害特別警戒区域 

土砂災害警戒区域等における土砂災害

防止対策の推進に関する法律 

第 7 条第 1 項、第 9 条第１項 

・急傾斜地崩壊危険区域 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関

する法律第３条第１項 

水災害 洪水 

（飛騨川） 

・洪水浸水想定区域 

（浸水深：計画降雨、想定最

大規模） 

水防法第 14 条第 2 項 

・浸水継続時間 水防法第 14 条第 3 項 

・家屋倒壊等氾濫想定区域 

（氾濫流、河岸侵食） 

県域統合型ＧＩＳぎふ 

雨水出水 

（内水） 

・雨水出水浸水想定区域 下呂市下水道課作成 

地震 ・震度 

・液状化危険度 

県域統合型ＧＩＳぎふ 
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土砂災害 

用途地域内に土砂災害警戒区域等が指定されています。 

 

▼土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域（都市計画区域） 
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水災害 

浸水深・浸水範囲 

計画規模の降雨に伴う洪水によって浸水するとされている区域の範囲では、市街地の南側の

飛騨川沿岸に 10～20ｍ未満の浸水深となる区域があります。 

一方、想定し得る最大規模（以下、「想定最大規模」という。）の降雨に伴う洪水によって浸

水するとされている区域の範囲では、市街地の南側の飛騨川沿岸に 20ｍ以上の浸水深となる区

域があります。また、下呂中学校の校庭においても 10～20ｍ未満の浸水深となり、指定避難場

所である下呂市民会館、下呂小学校、下呂中学校周辺では、歩行による避難が困難となる浸水深

0.5ｍ以上の箇所がみられます。 

 

▼飛騨川の氾濫による洪水浸水想定区域（都市計画区域）（計画降雨） 

 

 

 

 

 

  

下呂中学校 
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▼飛騨川の氾濫による洪水浸水想定区域（都市計画区域）（想定最大規模） 
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浸水継続時間 

想定最大規模の降雨に伴う洪水により、洪水発生後 12 時間程度の間、水が引かないと想定さ

れる区域が、飛騨川沿岸に分布しています。また、河鹿橋の南側の一部では、12 時間～24 時間

（１日）程度の間、水が引かないと想定される区域があります。 

 

▼浸水継続時間（都市計画区域） 
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氾濫流 

想定最大規模の降雨に伴う洪水により、氾濫した水の力により木造家屋が流出・倒壊すること

が想定される区域が、飛騨川沿岸に分布しています。 

 

▼氾濫流（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「飛騨川洪水浸水想定区域マップ」  
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河岸侵食 

堤防等が侵食されることにより家屋が流出・倒壊することが想定される区域が、飛騨川沿岸に

分布しています。 

 

▼河岸侵食（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「飛騨川洪水浸水想定区域マップ」  

河岸侵食 
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雨水出水（内水） 

鞍壺排水路の排水区域における雨水排水で浸水するとされている区域の範囲では、市街地の

南側の飛騨川沿岸で、0.5ｍ未満の浸水深となる区域が広がっており、一部は 0.5m 以上の浸水

深もみられます。 

雨水出水浸水想定区域は 1000 年に 1 度の発生確率による被害を想定したものであり、同様

の発生確率である洪水浸水想定区域（想定最大規模）の浸水深と比較すると、洪水浸水の浸水

深の方が内水氾濫の浸水深よりも深くなっていることから、本計画で対策を取り扱う水災害と

しては、浸水深が深く広範囲に浸水が想定される洪水を対象とします。 

 

▼雨水出水浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：雨水出水ハザードマップ森地内鞍坪排水路（下水道課作成）令和 7 年 10 月 6 日更新 
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地震 

震度 

市内の最大震度は 7 となっており、特に阿寺断層帯地震が発生した場合には市の中央～北部

で震度 6 弱～震度 7 の揺れが発生します。 

 

▼震度分布（高山・大原断層帯地震）（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「震度分布図」  
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▼震度分布（阿寺断層帯地震）（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「震度分布図」 
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液状化可能性 

液状化が起きると、陥没や地割れ等による地面の変化が原因で建物が傾き、道路通行が困難に

なる被害が予想されます。 

特に、阿寺断層帯地震が発生した場合に液状化の可能性が高く、本市の市街地のほぼ全域で液

状化の可能性があります。 

 

▼液状化危険度（阿寺断層帯地震）（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「震度分布図」  
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▼液状化危険度（高山・大原断層帯地震）（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「液状化危険度分布図」 
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災害リスクの分析 

 

近年、全国的に気候変動の影響などによる集中豪雨等が頻発し、甚大な人的・物的被害が発生

しています。下呂市においては、これまでも台風・豪雨にともなって、市内に流れる飛騨川等で

水害が発生してきました。 

特に市の中心部を流れる飛騨川の氾濫により道路や鉄道、上下水道等のインフラや住宅等に

相当な被害が生じる恐れがあり、警戒が必要となっています。 

 

■下呂市における過去の主要な災害一覧 

発生年月日 
災害

種別 
被害の状況等 

昭和 59 年 

９月 14 日 
地震 

【長野県西部地震（Ｍ6.8）】 

・下呂町で推定震度４を記録 

・家屋の一部破損 10 数棟 

平成 11 年 

９月 15 日 
水害 

【台風 16 号及び秋雨前線による豪雨災害】 

・小坂では、山腹崩壊により全壊１戸、一部破損２戸、床下浸水

20 戸 

・金山では、中小河川氾濫による床上浸水 21 戸、床下浸水 34

戸、道路、農地等の被害が発生 

平成 16 年 

10 月 20 日 
水害 

【台風 23 号による豪雨災害】 

・浸水被害：床上浸水：２棟 

・床下浸水：16 棟 

平成 23 年 

８月 23 日 
水害 

【局地的豪雨による災害】 

・浸水被害：床上浸水：５棟 

・床下浸水：86 棟 

平成 30 年 

６月 28 日～７月８日 
水害 

【局地的豪雨による災害（災害救助法適用）】 

・道路橋梁の損壊、河川氾濫、萩原町上上呂山腹崩壊、金山地域

を中心に家屋への浸水、人的被害なし 

・住家浸水被害：床上浸水：48 棟・床下浸水：67 棟 

令和２年 

７月３日～14 日 
水害 

【局地的豪雨による災害（災害救助法適用）令和２年 7 月豪雨災

害】 

・飛騨川からの越水や中小河川の氾濫、土砂災害により道路・橋

梁等の損壊、小坂町門坂地内国道 41 号線路面崩落、小坂、萩

原地域を中心に家屋への浸水。人的被害なし。 

・住家被害 全壊 4 棟、大規模半壊 6 棟、半壊 18 棟、一部損壊

190 棟（床上浸水 17 棟、床下浸水 169 棟、その他 4 棟） 計

218 棟 

令和３年 

８月 13～15 日 
水害 

【局地的豪雨による災害】 

・飛騨川や中小河川の増水、土砂災害により道路・河川構造物等

の損壊、萩原町花池地内国道 41 号線路面崩落、小坂、萩原、

下呂地域で家屋への浸水（床下 14 件）。人的被害なし 

資料：下呂市地域防災計画（令和７年３月改定）より抜粋 
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災害リスクの高い地域等を抽出するため、災害ハザード情報と建物の分布、指定避難所、病院

等の都市情報を重ね合わせます。 

重ね合わせた結果については、居住誘導区域を中心に分析します。 

災害ハザード情報と重ね合わせる都市情報は次の視点で分析します。 

 

■災害ハザード情報と都市情報の重ね合わせの視点 

災害 災害ハザード情報  都市情報  分析の視点 

土砂 

災害 

土砂災害警戒区域 

土砂災害特別警戒区域 

急傾斜地崩壊危険区域 

 建物分布  住宅等の損壊の危険性 

水災害 

（洪水） 

洪水浸水想定区域 

（計画降雨、 

想定最大規模） 

 建物分布  建物の浸水の危険性 

医療施設  
医療施設の継続利用 

の可能性 

介護福祉施設 

子育て支援施設 

 社会福祉施設の継続利用 

の可能性 

浸水継続時間  建物分布  
長期にわたる孤立 

の可能性 

家屋倒壊等 

氾濫想定区域 

（氾濫流、河岸侵食） 

 

 
建物分布  建物の倒壊・流出の危険性 

地震 液状化危険度  建物分布  建物の倒壊等の危険性 
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土砂災害警戒区域等×建物分布 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域及び急傾斜地崩壊危険区域が用途地域内に指定さ

れているため、多くの建物が土砂災害警戒区域等にかかっています。また、土砂災害特別警戒区

域及び急傾斜地崩壊危険区域にかかる用途地域内の建物棟数は 689 棟となっています。 

 

▼土砂災害警戒区域等×建物分布 
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洪水浸水想定区域×建物分布 

洪水浸水想定区域が用途地域内に指定されているため、飛騨川沿岸の多くの建物で浸水被害

が想定されます。 

2 階まで浸水するため垂直避難が困難となることが想定される水深が 3.0ｍ以上の場合の建物

棟数は、計画規模の降雨に伴う洪水による浸水で 51 棟、想定最大規模の降雨に伴う洪水で 1,785

棟となっています。 

 

▼洪水浸水想定区域（計画降雨）×建物分布 
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▼洪水浸水想定区域（想定最大規模）×建物分布 
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洪水浸水深×医療施設 

洪水浸水想定区域が用途地域内に指定されているため、飛騨川沿岸の多くの建物で浸水被害

が想定されます。 

2 階まで浸水するため垂直避難が困難となることが想定される水深が 3.0ｍ以上の場合の医療

施設数は、計画規模の降雨に伴う洪水による浸水で 0 棟、想定最大規模の降雨に伴う洪水で 2 棟

（下呂市立休日診療所・下呂保健センター、近藤医院）となっています。 

 

▼洪水浸水想定区域（計画降雨）×医療施設 
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▼洪水浸水想定区域（想定最大規模）×医療施設 
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洪水浸水深×社会福祉施設 

洪水浸水想定区域（想定最大規模）内やその付近には、子育て支援施設などの社会福祉施設が

複数立地しています。 

2 階まで浸水するため垂直避難が困難となることが想定される水深が 3.0ｍ以上の場合の社会

福祉施設数は、計画規模の降雨に伴う洪水による浸水で 1 棟（下呂市障がい者支援センター）、

想定最大規模の降雨に伴う洪水で 2 棟（下呂市障がい者支援センター、デイサービスおかげ庵下

呂）となっています。 

 

▼洪水浸水想定区域（計画降雨）×社会福祉施設 
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▼洪水浸水想定区域（想定最大規模）×社会福祉施設 
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浸水継続時間×建物分布 

浸水継続時間は最大で 12 時間～24 時間（1 日間）となっているため、飲料水や食料などの不

足による健康障害の発生、生命の危機が生じるおそれがあるとされている浸水継続時間 72 時間

（３日間）と重なる建物はみられません。 

 

▼浸水継続時間×建物分布 
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家屋倒壊等氾濫想定区域×建物分布 

家屋倒壊等氾濫想定区域内に建物の立地がみられます。氾濫流及び河岸侵食の状況や建物構

造によっては、建物の倒壊・流出の懸念があります。 

 

▼家屋倒壊等氾濫想定区域×建物分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「下呂市土砂洪水災害ハザードマップ（更新中）」  

氾濫流 

河岸侵食 
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液状化危険度×建物分布 

阿寺断層帯地震が発生した場合には液状化の可能性が高く、本市の市街地のほぼ全域で液状

化の可能性があるため、陥没や地割れ等による地面の変化が原因で建物が傾き、道路通行が困難

になる被害が予想されます。 

 

▼液状化危険度（阿寺断層帯地震）（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「液状化危険度分布図」  
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指定避難所距離圏 

徒歩による避難が容易となる距離を避難施設から 500ｍ以内とすると、中心市街地は概ね圏域

内となっておりますが、中心市街地から離れた地域や下呂駅周辺の一部で圏域外となる地域が

あります。民間との連携による避難場所の確保や、広域避難についても検討しておくことが必要

です。 

 

▼指定避難所距離圏（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都市構造の評価に関するハンドブック（平成 26年 8月：国土交通省都市局）において高齢者

の一般的な歩行圏が 500ｍとされている。  
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防災上の課題の整理 

地域ごとの防災上の課題は次の通りです。 

 

▼防災上の課題の整理（土砂災害） 

 

 

 

  【全体】 

・土砂災害警戒区域、土砂災害特

別警戒区域及び急傾斜地崩壊危

険区域内に建物が立地してお

り、土砂災害防止の取組や居住

誘導が必要。 

・土砂災害特別警戒区域及び急傾

斜地崩壊危険区域にかかる建物

があり、避難体制の整備・強化な

どのソフト対策や土砂災害対策

などのハード対策が必要。 
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▼防災上の課題の整理（水災害：洪水（想定最大規模）） 

 

 

 

  

【全体】 

・既成市街地の多くが浸水想定区

域内にあり、家屋倒壊等氾濫想

定区域（氾濫流、河岸侵食）に対

応したリスクの低減が求められ

る。 

・飛騨川沿岸とその周辺は浸

水深 3.0ｍ以上の箇所がみ

られ、それらと重なる建物が

あることから、避難体制の充

実や避難場所の確保などの

取組が必要。 

・歩行による避難が困難と

なる浸水深 0.5ｍ以上の

箇所が指定避難場所であ

る下呂市民会館、下呂小

学校、下呂中学校周辺に

みられ、避難体制の充実

などの取組が必要。 



第 8 章 防災指針 

8-29 

▼防災上の課題の整理（液状化危険度（阿寺断層帯地震））（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県域統合型ＧＩＳぎふ「液状化危険度分布図」  

【全体】 

・地域全体が液状化の可能性があ

り、避難体制の充実や避難場所

の確保などの取組が必要。 



第 8 章 防災指針 

8-30 

防災都市づくりの将来像・取組方針 

防災まちづくりの将来像 

本計画の「第４章 まちづくりの方針」では、立地適正化に関する基本的な方針として、「ま

ちづくりの基本方針１ 誰にとっても暮らしやすい居住環境づくり」を掲げ、災害対策を強化し、

安全で安心して過ごせる都市空間の形成を目指すものとしています。 

本章の防災指針においても、地域ごとの課題の抽出を踏まえ、ハード・ソフト両面により防災

まちづくりを推進していきます。 

【防災まちづくりの将来像（再掲）】 

まちづくりの基本方針１ 誰にとっても暮らしやすい居住環境づくり 

・災害対策を強化し、安全で安心して過ごせる都市空間の形成を目指します。 

取組方針 

防災まちづくりの将来像の実現に向け、取組方針を以下のとおりとし、災害リスクの回避や低

減につとめます。市民の安全・安心な居住環境を維持・確保するために、ハードとソフトの両面

から土砂災害・洪水等の防災・減災対策を推進します。 

災害 課題 取組方針 

土砂 

災害 

・土砂災害警戒区域、土砂災

害特別警戒区域及び急傾斜

地崩壊危険区域内に建物が

立地しており、土砂災害防

止の取組や居住誘導が必

要。 

【リスクの回避】 

・土砂災害特別警戒区域及び急傾斜地崩壊危険区

域を居住誘導区域から除外し、安全なエリアへ

の緩やかな居住の誘導等によるリスクの回避。 

【リスクの低減（ハード施策）】 

・公園、道路等のインフラ整備と維持。 

・斜面崩落や土石流等による被害を防止するた

め、急傾斜地崩壊対策事業や砂防堰堤整備等の

土砂災害対策の推進。 

【リスクの低減（ソフト施策）】 

・土砂災害防止法第 26 条に基づく移転等の勧告

により土砂災害特別警戒区域等から居住誘導区

域への移転等を促し、リスクの低減を図る。 

・防災訓練の実施等による避難・防災体制の充実,

ハザードマップ等の周知による啓発活動・情報

提供によるリスクの低減。 

 

水災害 

（洪水） 

・飛騨川沿岸とその周辺は浸

水深 3.0ｍ以上の箇所がみ

られ、それらと重なる建物、

避難所等があることから、

避難体制の充実や避難場所

の確保などの取組が必要。 

・飛騨川沿岸の家屋倒壊等氾

濫想定区域（氾濫流、河岸侵

食）に対応したリスクの低

減が求められる。 

【リスクの低減（ハード施策）】 

・公園、道路、河川、水路等のインフラ整備と維

持。 

【リスクの低減（ソフト施策）】 

・防災訓練の実施等による避難・防災体制の充実,

ハザードマップ等の周知による啓発活動・情報

提供によるリスクの低減。 
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災害 課題 取組方針 

地震 ・中心部では震度６強が想定

されており、建物の耐震化、

不燃化の促進、地域の安全

対策の取組が必要。 

・地域全体が液状化の可能性

があり、避難体制の充実や

避難場所の確保などの取組

が必要。 

【リスクの低減（ハード施策）】 

・公園、道路等のインフラ整備及び維持。 

・木造住宅の耐震診断、耐震改修の促進、空き家

等対策事業などの対策支援の充実。 

【リスクの低減（ソフト施策）】 

・防災訓練の実施等による避難・防災体制の充実,

ハザードマップ等の周知による啓発活動・情報

提供によるリスクの低減。 
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具体的な取組・スケジュール 

まちづくりの取組方針に基づき、具体的な取組とスケジュールを以下のように設定します。国、

県、自治会、自主防災組織、ボランティア等と相互連携し、実効性の高い防災・減災対策を推進

します。 

■具体的な取組とスケジュール 

視
点 

項
目 

災害ハザード 

具体的な取組 実施主体 

実施時期 

土砂 洪水 地震 
短期 

(5年) 

中期 

(10年) 

長期 

(20年) 

危
険 

回
避 

回
避 

●   
安全なエリアへの緩やかな居住誘

導 
市    

リ
ス
ク
の
低
減
（ハ
ー
ド
） 

イ
ン
フ
ラ
整
備 

 ●  河川・水路施設等の整備と維持 県・市    

● ● ● 公園・緑地の整備と維持 市    

 ● ● 下水道施設・水路の整備と維持 市    

● ● ● 道路ネットワークの整備と維持 国・県・市    

施
設
整
備 

●   土砂災害対策の推進 県・市    

  ● 住宅・建築物の耐震化 県・市    

● ● ● 通信環境整備 県・市    

土
地
利
用 

● ● ● 計画的な土地利用の推進 市    

● ● ● 緑地の保全 県・市    

● ● ● 農地の保全と担い手の確保 市・住民    

対
策
支
援 

  ● 
木造住宅の耐震診断、耐震改修の

促進 
国・県・市    

  ● 空き家の除去支援等 国・県・市    

● ●  
災害経験を踏まえた地域の土砂・

洪水災害危険箇所の更新 
県・市    

リ
ス
ク
の
低
減
（ソ
フ
ト
） 

移
転 

勧
告 

●   
土砂災害防止法第 26条に基づ

く移転等勧告 
県・市    

防
災
体
制
の
充
実 

● ● ● 防災訓練の実施 市・住民    

● ● ● 
避難行動要支援者支援体制の構

築 
市・住民    

● ● ● 町内会・自治会への支援 市・住民    

● ● ● 食料供給体制の確保 県・市    

啓
発
活
動 

・情
報
提
供 

● ● ● ハザードマップの作成・配布 市    

● ● ● 情報提供の充実 市    
 


